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神奈川県障害福祉サービス事業所等就労実態調査結果 概要版 

 

１ 調査の目的 

障害福祉サービス事業所等における定着状況などの就労実態や、職場環境の整備、人材採用・育成・定

着の取組及び労働者の意識等を把握し、分析することで、障害福祉分野での人材確保策における実効性の

ある新たな施策の企画立案の基礎資料とする。 

 

２ 調査対象 

（１）事業所調査 

神奈川県内で障害福祉サービス等を実施している法人 2,000 事業所 

（２）労働者調査 

２（１）の調査対象事業所で就労する労働者（2,000 事業所×３名＝6,000 名） 

※調査対象の時点：2024 年 3月 31 日（職員の人数や仕事の経験年数等の状況を問うものに限る。） 

 

３ 調査期間 

令和６年７月 16 日から令和６年８月９日 

 

４ 調査方法 

（１）事業所調査 

調査依頼文及び調査票の郵送により配布し、郵送または WEB アンケートにて回収 

（２）労働者調査 

  ４（１）に調査依頼文を３部同封し、調査対象事業所にて回答者を３名選定し WEB アンケートにて回

収 

 

５ 回収状況 

調査 配布数 有効回答数 有効回答率 

事業所調査 2,000 部 1,094 部 54.7％ 

労働者調査 6,000 部 1,825 部 30.4％ 

 

６ 調査結果の概要 

（１）調査結果のポイント 

○ 事業所調査 

・人手不足を感じている事業所が多い。 

・職員定着には柔軟な勤務体制や人間関係が重要である一方、給与がマイナス要因となっている。 

・職員採用の手法として、ﾊﾛｰﾜｰｸの活用のほか、職員の紹介等、つながりを活用した手法が効果的 

・労働条件改善は進んでいるが、賃金向上は進んでいない。 

○ 労働者調査 

・仕事に満足しているものの、賃金には不満があり、人手不足も問題と感じている。 

・本人にとって欠かせない事業所の取組として、柔軟な勤務体制の設定などの労働環境の整備を重視 

・現在の法人（事業所）に就職したきっかけとして、友人・知人からの紹介とした者が多い。 

・給与の低さが退職を考える最大の理由となっている。 

 

 

 



2 

（２）事業所調査の結果 

＜雇用管理状況＞ 

○ 職員の過不足の状況（問７） 

全体で「適当」が 34.0％で最も高く、次いで「やや不足」が 18.7％、「不足」が 17.4％と続いている。

大いに不足、不足、やや不足の合計は 47.4％となっている。 

サービス別にみると、「①訪問系」及び「②施設系」の事業所で「大いに不足」「不足」「やや不足」の

割合が高くなっている傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 職員の定着率に影響している要素（問 10） 

 

 プラス面では、「勤務日・労働時間等の柔軟な勤務体制」が 63.4％で最も高く、次いで「職場の人間

関係、職員間のコミュニケーション」が 55.2％、「有給休暇」が 47.5％と続き、勤務体制等に係る項目

が上位を占めていることから、職員の定着にとって重要な要素となっていることがうかがえる。 

 マイナス面では、「給与、賃金」が 41.7％で最も高く、次いで「職場の人間関係、職員間のコミュニ

ケーション」が 27.1％、「事業所の立地条件」が 17.1％となっている。 

 

  【①プラスに影響】 

    

 

 

 

 

 

 

 

  【②マイナスに影響】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大いに不足 ②不足 ③やや不足
不足感あり

（①＋②＋③）
適当 過剰

全体 11.3% 17.4% 18.7% 47.4% 34.0% 0.7%

①訪問系 21.2% 21.8% 16.9% 59.9% 18.3% 0.3%

②施設系 27.3% 40.9% 4.5% 72.7% 22.7% 0.0%

③居住支援系 5.7% 14.3% 12.6% 32.6% 39.4% 2.3%

④日中活動系 7.1% 18.4% 23.5% 49.0% 40.3% 0.0%

⑤訓練・就労系 2.1% 9.3% 25.0% 36.4% 54.2% 0.8%

⑥相談支援 14.1% 21.9% 17.2% 53.1% 26.6% 0.0%

人手不足を感じている事業所多数（特に訪問系・施設系） 

職員定着には柔軟な勤務体制や人間関係が重要 

一方、給与がマイナスに影響している 
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＜職員の採用・育成・定着＞ 

○ 職員の採用・確保の取組（問 19） 

【②特に効果のあった取組】 

「ハローワークを活用している」が 19.2％で最も高く、次いで「職員や知人と連絡を密にとり、人材に

ついての情報提供を受けている」が 17.8％、「民間の求人サイト等に広告を出している」が 15.6％、「自事

業所についてホームページ等を介して発信している」が 11.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 早期離職防止や定着促進の取組（問 25） 

【①実施している取組】 

 

「定期的な健康診断の実施や、健康対策や健康管理」が 68.3％で最も高く、次いで「職場内の仕事上の

コミュニケーションの円滑化を図っている」が 61.2％、「本人の希望に応じた勤務体制にする等の労働条

件の改善に取組んでいる」が 58.7％。一方、「賃金水準を向上させている」は 38.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員採用の取組として、ﾊﾛｰﾜｰｸに次いで職員等からの紹介が効果的 

労働条件等の改善は進んでいるが、賃金水準の向上は進んでいない 
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【②特に効果があった取組】 

「本人の希望に応じた勤務体制にする等の労働条件の改善に取組んでいる」が 32.4％で最も高く、次

いで「残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の労働条件の改善に取り組んでいる」が 30.0％、

「職場内の仕事上のコミュニケーションの円滑化を図っている」が 22.7％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）労働者調査の結果 

＜満足度（働く上での悩み・不満・不安等）＞ 

○ 現在の仕事・職場の満足度（問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 労働条件・仕事の負担についての悩み、不安、不満等（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定着には労働条件の改善、職場内のコミュニケーションが効果的 

仕事には満足しているが、賃金には不満あり 

人手不足、賃金が低いと感じている 

「満足」が最も高いのは「有給休暇

の取りやすさ」で 28.2％である。「不

満足」で最も高いのは「賃金」で

15.8％である。 

「やや満足」が最も高いのは「仕事

の内容・やりがい」で 35.2％である。 

「人手が足りない」が50.6％で最も高く、

次いで「仕事内容のわりに賃金が低い」が

37.2％、「精神的に負担が大きい」が

33.5％となっている。 

満足 やや満足 普通 やや不満足 不満足

仕事の内容・やりがい 27.7% 35.2% 29.6% 5.3% 2.1%

専門職としての自律 17.9% 30.4% 43.1% 6.6% 2.1%

職業に関する誇り 24.3% 33.0% 35.8% 4.9% 1.9%

キャリアアップの機会 13.6% 21.5% 46.8% 12.9% 5.2%

賃金 12.3% 17.0% 34.1% 20.9% 15.8%

労働時間・休日等の労働条件 23.6% 21.4% 33.9% 14.9% 6.1%

有給休暇の取りやすさ 28.2% 21.5% 28.4% 13.5% 8.4%

勤務体制の柔軟さ 24.8% 23.5% 33.8% 12.7% 5.2%

人事評価・処遇のあり方 13.0% 20.1% 42.4% 15.5% 9.0%

職場の経営方針・支援方針 13.9% 21.0% 44.8% 12.8% 7.4%

職場の人間関係、コミュニケーション 23.8% 31.2% 32.9% 9.2% 3.0%

利用者との関係 24.2% 39.3% 33.7% 2.1% 0.6%

利用者家族との関係 15.8% 27.9% 51.2% 3.8% 1.2%

雇用の安定性 18.8% 28.5% 40.4% 8.5% 3.8%

福利厚生 12.4% 18.7% 44.2% 15.6% 9.0%

教育訓練・能力開発のあり方 8.8% 16.6% 50.1% 16.9% 7.6%

立地条件 20.9% 21.3% 39.9% 13.5% 4.3%

職業生活全体 13.4% 26.4% 47.9% 9.7% 2.6%
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○ 職場での取組（問 15） 

【②欠かせない取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜労働者自身の状況＞ 

○ 現在の法人（事業所）に就職したきっかけ（問 19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 現在の職場を辞めたい理由（問 24） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柔軟な勤務体制や労働環境の改善など労働環境を重視 

「希望に応じた勤務体制が取れる

など、柔軟な勤務体制の設定」が

25.0％で最も高く、次いで「残業を

少なくする、有給休暇を取りやすく

する等の労働条件改善の取組」が

23.1％、「定期的な健康診断の実施

や、健康対策や健康管理」が 16.3％

となっている。 

就職のきっかけは友人・知人が多数 
「友人・知人からの紹介」が 32.4％

で最も高く、次いで「求人・就職情報

誌、求人情報サイト」が 17.9％、「ハロ

ーワーク」が 11.3％となっている。 

 

「給与・賃金が少ないから」が

41.3％で最も高く、次いで「人手が足

りておらず、忙しいから」が 28.5％、

「法人の経営方針や支援方針に合わ

ないから」が 27.8％となっている。 

 

給与の低さが退職を考える最大の理由 
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（４）事業所調査と労働者調査の比較 

○ 「職員の採用・確保に際し行っている取組・効果のあった取組（事業所問 19）」×「現在の法人（事

業所）に就職したきっかけ（労働者問 19）」 

 

 

事業所調査、労働者調査ともに「友人・知人からの紹介」「求人・就職情報誌、求人情報サイト」「ハロ

ーワーク」の割合が高くなっており、事業所が効果的であると考えている採用・確保の手法と労働者の就

職したきっかけは一致していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 定着促進のため行っている取組・効果のあった取組（事業所問 25）」×「職場で行われている取組・

欠かせない取組（労働者 問 15）」 

 

 

特に効果のあった取組の割合として、「残業を少なくする、有給休暇を取りやすくする等の労働条件の改

善」「希望に応じた勤務体制にする等の労働条件の改善」「賃金水準を向上」の項目は事業所及び労働者の

いずれも高く、相違が無いと考えられるが、「実務の中で、上司や先輩から指導や助言を受ける機会を設定

している」は事業所側が労働者側と比べてやや低くなっている。 

 

 

 

 

 

 

（事業所調査） （労働者調査） 

（労働者調査） （事業所調査） 

職員採用には職員等からの紹介が効果的であり、実際に就職したきっかけとしても最も多い 

定着には労働条件の改善及び賃金水準の向上が効果的 


